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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，福岡市の環境施策についてご説明します。

○本件は，福岡市環境基本条例第11条に基づき，
　　「環境　の状況並びに環境の保全及び創造に関する
　施策の実施状況」について取りまとめた　
　ものをご報告するものでございます。

○また，環境施策の中には，「大気汚染防止法」や，
　　「水質汚濁防止法」， 「地球温暖化対策の推進に
　関する法律」といった個別の法律により報告すべきもの
　もございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○はじめに，本市の環境施策の全体像について簡単にご説明
　　した後，各分野ごとの施策の実施状況をご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，福岡市の環境政策の全体像として，関連計画等の体系図を
　お示しいたします。

○福岡市環境基本条例に基づき，環境施策の大枠を定めているのが
　環境基本計画でございまして，第二次計画では，『ときを超えて人が
　環境と共に生きるまち』という環境像を掲げておりました。
　さらにその下には，各分野ごとの部門別計画等がございます。

○福岡市では，これらの条例・計画等に基づき各施策を実施しております。

○また，環境基本計画につきましては，平成25年度に，本審議会に
　第三次計画の策定について諮問させていただき，二次計画のふり返りや
　三次計画の骨子・素案の作成など，熱心なご議論をいただきました。
　本年5月に当審議会より答申をいただき，パブリックコメント等を経て，
　9月に三次計画を策定したところでございます。

○第三次環境基本計画の策定及び部門別計画等の改定スケジュールの
　詳細につきましては，この後，議題の５で，あわせてご報告いたします
　ので，ここでは割愛させていただきます。


FRBEE << HHDIRE |
“LAN ngﬁgfcanaﬁme

£ iH - 7
RTE - 3LX [:D - ISR DRI
. RIS ODERIAR
T 15 1 3 0D 2 L. el
% mummlwm <a':1;\l(D " !;uunl
e Gy =
= ECK _, -
.4ﬁﬁiﬂﬂﬁ: = 4//

iﬁy%ﬁz
B4 3.

 ER#E 4.
gmmS.
;)% 1: (R

zar@-\:@;yi ermazrgs@
SELEEEXEEROEE I
BREDINDHNEEMSHEEDIRE
BETRS « RINVFEBORE

IBIEICELR LIE TR AR T /2 D BRI BB DR
SER - HROARE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○環境基本計画には，施策の基本的方向や成果指標を定めて
　おり，毎年，この環境審議会で年次報告を行い，PDCAサイクル
　によって進行管理を行っております。

○恐れ入りますが，お手元の「平成26年度　ふくおかの環境」
　～ページをご覧ください。
　平成25年度における各成果指標の達成状況については，
　こちらにお示ししているとおりでございます。　
　
○また，各分野における施策の実施状況の詳細につきましては，
　この「平成26年度　ふくおかの環境」をご参照いただきたいの
　ですが，本日は，時間の都合上，このパワーポイントにて，
　6つの取組みに分けて，これより各担当課からご説明させて
　いただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，循環型社会システムの構築について，
   ご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，本市のごみ処理基本計画とごみ処理状況について
    ご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成２３年１２月に策定した
　「新循環のまちふくおか基本計画」では，
　３つの基本方針を掲げ，
　ごみの処理量とリサイクル率の目標を定めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず，ごみの処理量ですが，
　 計画では，平成３７年度の目標値は約４７万トンで，
　 基準年次の平成２１年度に比べて１１万トンの削減としております。�
○平成２５年度のごみ処理量は５６万９千トンで，
　基準年次の平成２１年度に比べ，９千トンの減少となっていますが，
　前年度と比べると６千トンの増加となっています。

○前年度よりも増加した要因としては，
   家庭ごみについては, 人口の増加によるもの， 
　 事業系ごみについては，経済状況の好転や，
   交流人口の増加によるものと考えられます。

　なお，ごみ処理量の増加の要因や，計画目標との差につきましては，
　後ほど，循環型社会構築部会の報告の中で詳しくご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，ごみのリサイクル率です。
  棒グラフは，ごみのリサイクル量，折れ線グラフは，
　ごみのリサイクル率を示しております。
　
○計画では，平成３７年度の目標値は３８％で，
   基準年次の平成２１年度に比べて
   １０ポイントの増加としております。

○また，平成２５年度のごみのリサイクル率は，３０．８％であり，
　 基準年次と比較すると，２．４ポイントの増加となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，家庭ごみの処理の流れでございますが，
   ４分別で収集したごみは，資源化センターや
　選別処理施設で破砕・選別し，９つの区分に分けて
　処理しております。

○可燃物は清掃工場で焼却，
   焼却後の灰と不燃物は埋立場で埋立，
   鉄・アルミ・びん・ペットボトルはリサイクルしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○清掃工場では，焼却時に発生する熱を利用して
  発電を行っており，発電した電力は工場内で利用するほか，
　 余った電力は電力会社を通して一般家庭などに
  供給しています。

○平成２５年度の発電量は,４つの工場合計で
  約２億７，８００万キロワットアワーで，
   これは約５万２千世帯分の年間電力量に相当します。
　 また，ごみ発電による二酸化炭素の削減効果は
  約１７万トンでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○こちらは西部（中田）埋立場です。

○福岡市の埋立場は，環境への負荷が少なく，世界的に
　注目されている「福岡方式」と呼ばれる埋立技術で埋立てを
　行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，ごみ減量・リサイクル施策の状況について
　　ご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず家庭ごみの取組ですが，人口が増加していく中で
　 ごみ減量を進めていくためには，市民１人ひとりのごみ量を
　 減らすことが不可欠となっております。

○このため，市民１人１日あたりのごみ量を，20グラム削減することを
　 目指す取組を進めております。　

○家庭ごみの組成割合をみると，
　 可燃ごみには リサイクルできる紙が多い，水分が多い，
 　不燃ごみには空きびんがたくさん混じっているという課題がありますので
　 この３つにマイバッグの持参と小型家電のリサイクルを加えて
　　「か・き・く・け・こ」というキーワードにして啓発を行っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，事業系ごみの取組ですが，基本計画の中でも，
　 古紙と食品残さのリサイクルを強力に推進することとしており，
　 事業所へのごみ減量指導や資源化に関する情報発信などを通じて
　 古紙のリサイクルを進めるとともに，資源化技術研究に取り組む
    事業者への支援や，資源化施設整備への支援も行っております。

○また，高齢化の進展に伴い，今後排出量が増加すると見込まれる
　 使用済み紙おむつのリサイクルについても，
　 福岡市内の事業所の排出実態調査等を行い，
　  リサイクルの推進に必要な基礎データの収集を進めております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，食品残さのリサイクルにつきましては，本年５月に
　 既存の資源化施設の増設と収集運搬体制の充実を行っており，
   今後は，排出事業者への啓発強化に力を入れていきます。

○具体的には，
　 「事業系ごみ資源化情報発信サイト」の活用や，
   特定事業用建築物だけでなく，街の飲食店に対しても，
   食品リサイクルに関する啓発チラシを配布するなど，
 　あらゆる機会を捉えて食品リサイクルへの誘導を図ってまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，産業廃棄物の処理状況についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市には，焼却施設１施設，
　 安定型最終処分場５施設，
　 管理型最終処分場１施設があり，
   これらの施設に対しては，周辺環境への影響を監視するため，
　 排出ガス中のダイオキシン類濃度の調査や
   周辺井戸の水質調査等を定期的に実施しています。



EXEZEIBSR &

(FER24E =)
TRAREE 1245k TRLEE 91Ak

::FﬂﬁME:E %ﬁ&&ﬁ
AhEHE 78 84/ kY (#831)
ﬁ;f,ﬁ% ® (5 ch AL ) 1015
=H z DN EEOWRE - 5
a2 25 EROBK, EHEL
L 124 RESEENDET

-

PRLEZROREVOHOFIIHENA
(ERIEORBMEGE) 1



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○市内で発生する産業廃棄物は，平成２４年度実績で１２４万トンで，
　福岡市の特性として，約３/４は，がれきなどの建設系廃棄物と
　なっています。

○一方，市内における産業廃棄物の処理量は，約９１万トンで，
　このうち８４万トンは，破砕や脱水などの中間処理が行われ，
  ７万トンが埋立処分されています。
　また，中間処理を行った後は，約９割が再生利用されています。

○循環型社会システムの構築についてのご説明は，以上です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○温暖化対策課長の原田でございます。

○次に、温暖化対策を考えた福岡のまちづくりについて説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→次へ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず、福岡市における温室効果ガス排出量の推移について、Ｈ１６年度からＨ２４年度まで示しております。
Ｈ２４年度の福岡市の総排出量は、８７０万６千トンで、Ｈ１６年度と比較して３０．６％増加しております。
平成１９年度をピークにその後，減少傾向にありましたが、Ｈ２２年度は、猛暑・厳冬などにより増加しており、Ｈ２３年度以降は、３．１１の大震災等の影響により、電力に伴うＣＯ２排出係数が増加したことが原因でＨ１６年度の０．３３１からＨ２４年度は０．５９９と約８１％増加しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に現行の「第３次福岡市地球温暖化対策地域推進計画」において、最もＣＯ２排出量の多い家庭、業務、自動車の３部門を重点部門として、Ｈ１６年度を基準年度とした数値目標を定めております。
重点３部門の原単位による数値目標と達成状況でございますが、
まず、家庭部門は１世帯あたり８％削減の目標値に対し、Ｈ２４年度は５０．３％の増となっており、前年度との比較では１２．３％の増となっております。
次に、業務部門ですが、床面積あたり１４％削減の目標値に対し５０．９％の増、前年度からさらに１６．９％の増となっております。
　Ｈ１６年度に対する両部門の増加要因といたしましては、Ｈ２２年度までは、事務機器等のOA化や電気製品の普及等が要因となっておりましたが、Ｈ２３年度以降は、原子力発電所の運転停止の影響により、電力のＣＯ２排出係数が大幅に増加したことが要因となっております。
次に、自動車部門ですが、１台あたり８％削減の目標値に対して、１９．３％の減となっており、目標値を大きく上回るとともに、前年度からさらに２．６％減となっております。
　また、資料の右欄に電力のCO2排出係数を基準年度である平成16年度で固定し、排出係数の増加による影響を排除した場合のCO2排出量を記載しております。市民や事業者が省エネに取り組んだ結果、家庭部門で６．１％、業務部門で７．３％減減少となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、省エネ推進施策の実施状況について説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○重点３部門における実施状況でございますが、
まず、市民向けの事業として、地球温暖化防止展示会、ＥＣＯチャレンジ応援事業、緑のカーテンコンテストを実施しております。その他、電気自動車購入や充電器設置等に対する補助を実施しております。
　次に、事業者に対する実施状況でございますが、
Ｈ２３年度から「事業所省エネ技術導入サポート事業」を実施しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、事業者としての市役所の取り組みでございますが、
市庁舎等においては、今夏もＨ２２年度比で１０％以上の削減目標を設け、冷房温度を２８度に設定するほか、電灯の部分消灯、クールビズ等の早期実施など、市民・事業者に率先して全庁的に実施しております。また、庁用自動車として電気自動車を１０台導入しているほか、一般庁用車においても低公害車の導入率が９０％以上となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、「市有施設照明改修事業」につきましては、Ｈ２８年度までに約１万３千個の電球をＬＥＤ電球へ取り替える予定としております。これにより，年間約１，１００トンの二酸化炭素削減効果を見込んでおります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、リース方式による直管型LED照明の導入でございますが、これは、市有施設を対象にＨ２５年度から３年間で電気消費量の多い旧型蛍光灯約６万本を対象に交換してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、創エネ推進施策の実施状況でございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→次へ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○市有施設への率先導入についてですが，メガソーラーや公民館，小中学校へ太陽光発電を設置するほか，風力発電，バイオマス発電などを１６９カ所で導入しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，平成２５年度の創エネ推進施策の実施状況でございますが，
　市有施設では，東部武節ヶ浦埋立場跡地に１000ＫＷのメガソーラーを設置するとともに，学校や地区体育館施設等で屋根貸し事業者の公募を行いました。
　また，民間施設へは，住宅用太陽光発電設置補助や家庭用燃料電池の設置補助，太陽光発電アドバイザー派遣事業を実施し，再生可能エネルギーの導入支援を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　次に，自律分散型エネルギー社会の構築に向けてでございます。



HEROHETIRILE—AROBECSHT
@Eﬁmﬁﬁ*ﬁ D L%Jb¥=ﬁg,@ﬁ( H26.6 5 ) TRILF—BER

HEIE [2030FE (FERM42FE) ]

I+ —2"8135" “BKES” TLT “RIBICBTT”
MBED DI EVERTEDCD !

o EE -BMNOBATREIRIF-FOEAN, RIERBEBEOER

RIEADE
S o TR BEECER SRS ST TR — AR I

D et CRISNE IR F —ZABERNET DI AT AMESN, ICT(IBEHRBERIT)LOFY
EFRIBAOSH D—HCEDBR 4 RESEREY - 2N FEE
O K ERFOWRICESIBZIRNFT—DDEUENNEARLZ ST DRETIRIBORZAK

o ERROF AL E—EE ORI
ERIRIE =15y )
o EFEROEGENERINSEE

HEER (2030FE (Fi425E) ]

O BAERREIRINF—ICLDIFEEBHUE 400kW Bl LI[2030FE (Fr424E) ]
® IXIF—DHRNMBFIAICET B ESFZIR
(Bl. RREt, IRNFIRIAYPSATLAOERE F)

33


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○Ｈ２６年６月に策定した「福岡市環境・エネルギー戦略」では，「エネルギーを“創る”“賢く使う”そして“快適に過ごす”」
ふくおかの心地よい都市づくりを２０３０年度の目指す姿とし，再生可能エネルギーによる発電規模を現状の約３倍以上となる４０万ｋＷ以上を目指すなどの目標を掲げております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、「スマートコミュニティの形成」でございますが、
　アイランドシティスマートコミュニティ創造事業として、スマートハウスやスマートマンションの整備等を促進し、地域でエネルギーを融通しあうなど需給調整システムの構築を支援しております。
　また，スマートコミュニティの形成を産学官民で推進する「福岡市スマートコミュニティ創造協議会」を１月に設立いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○最後に，スマートハウス常設展示場は，平成２４年４月にオープンし，これまで市民をはじめ，国内外の研究者や企業からの視察が続いております。
　福岡スマートハウスコンソーシアムによる実証展示に加え，本年４月には，総合ガイダンスやグラフィックパネルを導入するなど，環境学習の機能の強化も行っております。
 
以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「自然とのふれあいと生物多様性の保全」についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成２４年度に策定した「生物多様性ふくおか戦略」にもとづき、
生物多様性の保全や、その恵みの持続的な利用に取り組んでおります。

○戦略では、当初１０年は、生物多様性に関する認識を社会に浸透させていくとともに、多様な主体との連携を図っていくことにしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○生物多様性に関する認識を社会に浸透していく取り組みとして「生物多様性ふくおか戦略フォーラム」を開催しました。
　平成25年度は，私たちのくらしにつながる「食」「農」「まなざし」「子ども」「伝え方」というテーマで５回，フォーラムを開催し，延べ１８７名の方に参加いただきました。

○フォーラムでは，テーマに沿って２名のゲストをお呼びし，活動紹介の後，ゲストを交えた小グループでの対話を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○多様な主体との連携のため，生物多様性保全のモデル事業として，今津干潟において，地域住民を活動主体とした干潟保全・再生活動を行っております。

〇平成２５年度は，カブトガニ幼生の生息場づくり，
　回収カキの有効利用の検討，
　コアマモ場づくりを行っております。

〇カブトガニ幼生の場づくりのカキ殻回収では，
足場を作成するという地域住民のアイディアにより，
干潟での運搬作業性が大きく向上いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「生物が生まれ育つ博多湾」の実現に向け，水質保全，自然環境の保全・再生を推進しており、貧酸素の発生状況調査や藻場・カブトガニの分布調査を実施しております。

○平成25年度は，猛暑による海水温上昇等の影響により，調査した７地点全てで，貧酸素の発生が確認されました。
　貧酸素発生後は，底生生物の出現種数は一時的に減少しますが，貧酸素が解消した後には，回復する傾向にあります。
　　
○また，平成２５年度は多々良川，宇美川，室見川の流量や負荷量の調査を実施しています。
　それらの結果を踏まえ，今後は，博多湾の物質循環を検証し，博多湾の環境保全対策の検討を進めて参ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○自然環境の実態把握のため，動植物の分布調査を５年周期で行っております。外来生物，希少種の調査も実施し，保全・再生のための基礎資料としています。

○平成２５年度は植生調査と特定外来生物の調査を行いました。
　植生調査では，植生地は，４７．１％，植生がほとんど存在しない市街地等の区分は５２．９％であり，H20年とほぼ変化はありませんでした。
　特定外来生物の調査では，山間部において，センサーカメラ８地点でアライグマが確認されました。
　水辺周辺においては，ブラジルチドメグサ，オオフサモが確認されました。
　住宅地周辺では，特定外来生物の昆虫類・クモ類は確認されませんでした。

○今年度は昆虫類調査とアライグマの生息調査・捕獲調査を行っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○アイランドシティに整備予定の野鳥公園につきましては，
　整備や活用，運営に向けて多様な主体が自由に意見交換を行う対話の場として「野鳥公園ラウンジカフェ」を平成24年度から全8回開催し，延べ321人の方々にご参加いただきました。

○様々なご意見をいただいた中で，「成長する野鳥公園」という基本コンセプトが導き出され，市民が野鳥公園に求める姿を人の成長段階に応じてストーリー化した活動プランを作成しております。

○平成26年度からは港湾局において，施設整備等の検討が行われているところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは、健康で安全・安心な環境の確保
　についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○まず、大気質の状況ですが、福岡市では１６の測定局で
　大気質の常時監視を行っています。

○平成２５年度は、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素，
　浮遊粒子状物質は環境基準を達成していますが、
　光化学オキシダント及び微小粒子状物質、いわゆるPM2.5は、
　越境大気汚染などの影響もあり、環境基準を達成できて
　いません。


FAFIITY FORERIC =

900 1ERR R
804 F — — HEER REIBE 7N N gié_‘
800 fEET | wmETH s ]
700 H25 B B (5/122) B B - -
CdanbS
600 1N _ _ _ _ _ _
408 527 24 A 5/7) )
500 | —
430 1
L — | H23 - B B (5/16) B - -
400 17557 315 330
] 279 __ 1 1
300 | 247 — 1 11171717 H22 - B (5/8) (5/8) B B B
200 — 1 1 1 1 1 1 ,” \ 3
2 2 2 2 2 1
100 | AN I N I B Rt /8 9), (58,9 | 689 | 589 | 689 | S| @
0 L L L L L L L L L A
16 17 18 19 20 21 92 23 24 95 :F-ﬁf.21 F~FR25FDFEHRESTRRT
FE
0.08
, | —=—EFfE |
1R TR D1 FE{EA.06ppmZEB X 1= o |

Frfl2% (RIE R 1 R&HT=Y)

£ on P
IRIEE%E | BE (565~2085)D |
1H§FB?1ED\\OO6pmeX—F o 16 | 17 | 18 | 19 | 20 | 21 | 22 | 23 | 24 | 25 HFE

BREIO1FREOFFIHECHR 45



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○光化学オキシダントについては、
　近年、越境大気汚染の影響 により
　九州全域で光化学オキシダント注意報が発令されています。

○福岡市では平成２１年と２４年に光化学オキシダント注意報を
　発令しましたが、平成２５年度は注意報等の発令はありません
　でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○PM2.5については平成２１年度に環境基準が設定され、
　順次、測定地点を増やして参りました。
　平成２５年３月に２箇所、更に平成２６年３月に１箇所追加し、
　現在９局で測定を行っております。

○環境基準の達成率は全国的にも低く、
　福岡市内についても全局で環境基準を達成しておりません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○このため，ＰＭ2.5に関する予測情報を２段階で提供しており，
　呼吸器疾患などがある方に対しては，環境基準の３５マイクロ
　グラムを超過すると予測される場合に情報提供を行い，
　全ての人に対しては，国の暫定指針である７０マイクログラムを
　超えると予測される場合に情報提供を行い，長時間の激しい
　運動の自粛などを呼びかけています。

○なお，予測精度向上のため，平成25年12月から，これまで
　朝１回だった予測情報提供を，朝と昼の１日２回に変更
　しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○河川の水質については、市内１４河川の１９地点で
　毎月調査を実施しています。

○汚濁指標である ＢＯＤは、平成２５年度についても，
 下水道の整備が進んだこと等により、すべての調査
 地点で環境基準を達成しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○博多湾の水質については、
　東部海域、中部海域、西部海域の３海域８環境基準点で
　毎月調査を実施しています。
　
○平成２５年度については，汚濁指標であるＣＯＤは、
　東部海域の１地点、西部海域の３地点で
　環境基準を達成しました。

○窒素、りんについては、海域ごとに基準が設定されていますが、
　窒素、りんともすべての海域で環境基準を達成しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、地下水質の状況については、全市的な状況を
　把握するための概況調査を、平成２５年度は２０井戸に
  ついて実施しました。
　調査の結果、基準を超過した井戸はありませんでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，自動車騒音の状況については，幹線道路の沿道の
　住居等における環境基準の達成状況を面的に評価していま
　す。

○自動車騒音監視計画では，平成２４年度から２８年度の
　５年間で512区間について評価することとしており，
　平成25年度については486区間について評価しております。

○右側の地図は，市内幹線道路の区間別環境基準の達成率を
　色別に示したものです。

○低騒音化した自動車の普及や低騒音舗装の敷設により，
　環境基準の達成率は徐々に向上しており，平成２５年度は
　昼・夜ともに環境基準を達成している住居等は95.9％でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に化学物質の状況です。
○アスベストについてですが，
　老朽化した建築物の解体工事の増加が見込まれていることから，
　平成２５年に市の基本方針となる
　「アスベスト対策推進プランを策定」し，施策を推進しています。
　また，昨年の大気汚染防止法の改正を受け，解体工事の
  監視指導を強化しています。
　なお，一般環境中のアスベスト濃度は１本未満と低い値でした。

○一般環境中のダイオキシン類やベンゼン等の有害大気汚染物質
　については、すべて環境基準値や指針値等を満足しており，
　いわゆる環境ホルモンについても魚類に影響がある濃度と比較
　してかなり低い値でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは，環境に配慮した行動を促すための共通的基盤の整備についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市環境影響評価条例の改正により配慮書手続きを新設し，平成25年10月に施行しました。
　 配慮書手続きは，事業者が，事業計画の早期の段階で環境影響について検討するためのものです。

○改定した「技術指針」に基づき，事業者が配慮書を作成する際は，最新の文献や既存資料を利用することになります。

○今後は，最新の情報を提供するため「福岡市環境配慮指針」を改定してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○続いて，環境教育・学習の推進でございますが，
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○環境教育や市民啓発についてご紹介します。

○「きれいなまち」は，そこに住む人の実践行動が重要なカギ
　であり，その意味で環境教育・市民啓発は，環境都市づくりの
　原点と言えます。

○福岡市では，一人ひとりの環境に配慮した活動がしっかりと
　定着するよう，今後も，ライフステージや生活場面に応じ，
　あらゆる世代を対象にきめ細かく，環境教育や啓発，支援を
　行っていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○特に子どもに向けた取組みとして，わくわくエコ教室を
　実施しており，

　環境分野の専門家が保育園・幼稚園等に出向き，
　テーマそして地域に合ったプログラムで出前講座や
　自然観察会を実施しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に，若者に向けた取組みとしまして，
　環境啓発U-30事業を実施しております。
　
　平成25年度は，環境活動発表会を開催し，
　ネットワーク作りをいたしました。
　

＜備考＞
22年度までは学生から企画を公募しコンペで選定した
学生グループの活動を支援。
発表会の企画・広報・運営を行う広報運営委員も若者から公募
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○平成19年度に創設された「環境行動賞｣につきましては，
　　
　昨年度は，大賞はございませんでしたが，最優秀賞4件，
　優秀賞 11件，特別賞1件，奨励賞69件を表彰しました。

　今回から表彰式開催時期を１１月から６月に変更し，
　平成26年度6月5日に第7回表彰式を開催しました。

○また，
　市民団体やNPOなどが主体的に行う環境活動を支援する 
　「エコ発する事業」は，平成17年度から実施しており，
　平成25年度は26団体に対し助成を行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○「環境フェスティバルふくおか」は平成15年度からかぞえて，
　今回で12回目です。
　
　昨年は，２年振りに「子どもくるくる村」を開催，及び充実した事前キェンペーンやＳＮＳを活用した積極的な情報発信等により，
近年の来場者数を大きく上回りました。今年も現在の集客力を活かし，さらなる効果的な環境に配慮したイベントとしてPRしたいと
考えています。
　10月18日・19日に開催予定でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，本市の環境教育･学習施設としまして，
　保健環境研究所１階に，体験型学習施設の，
　「まもるーむ福岡」を設置しております。

○小学生を対象に，実験をしながら楽しく学べる
　「エコKid’sスクール」の開催や，生物多様性，熱中症
　などに関する情報提供を行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○続いて，本市が取り組んでおります国際環境協力について
　でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　「福岡方式」をはじめ福岡の環境技術は，廃棄物処理問題が急増する
　世界各国から注目されています。






＜備考：ＣＤＭ＞
先進国が開発途上国において技術・資金等の支援を行い，温室効果ガス排出量の削減または吸収量を増加する事業を実施した結果，削減できた排出量の一定量を支援元の国の温室効果ガス排出量の削減分の一部に充当することができる制度 
「福岡方式」は，国連のクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）理事会において，既存埋立地に本方式を導入することで発生を抑制できたメタンガスの量を，温室効果ガスの排出権取引（カーボンクレジット）の対象とすることができるという，新たな手法として認定された。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市は，ハビタット福岡本部やジャイカ（国際協力機構）などの国際機関
　と連携しながら，アジア太平洋地域を対象とした研修生，行政官の見学者
　受け入れや，本市 環境局職員を派遣しての，現地での技術指導を行うなど　
　アジア太平洋諸国を中心に「福岡方式」の技術移転を行っています。

○平成25年度は，アジア太平洋諸国やアフリカなどから，研修生14名，
　見学者245名を受け入れております。

○また，今年度には，庁内に推進会議を設置し，上下水道分野なども
　あわせた全庁的な国際貢献・展開推進の体制を強化しております。

○今後も，この「福岡方式」をはじめ，福岡の様々な環境技術をアジア太平洋
諸国を中心に発信し，環境分野における国際貢献を進めてまいりたいと考えて
おります。

＜備考＞
・環境局職員を派遣しての現地での技術指導・・・これまでに１２か国
・中国の清華大学と｢福岡方式｣の普及を含めた環境分野の技術協力協定を締結
　（３年ごとの自動更新）。
・H26年５月15日　ミャンマー国・ヤンゴン市とMOU締結に向けた覚書を締結
　（水道，環境分野などの技術を提供）
　※H26年8月25・26日　まちづくりセミナー参加（ヤンゴン市）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○最後に，環境と保健に関する試験検査，調査研究等
　についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○試験研究は，福岡ヤフオクドーム横の保健環境研究所で実施しています。
　生活環境の安全安心のために，河川，博多湾等の水質検査，農薬，ダイオキシン等の有害化学物質，
　酸性雨やPM2.5の組成調査等を実施しています。
　また，廃棄物処理施設等の検査も実施しております。
　河川での油流出事故の原因追及のための臨時検査も実施しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○保健衛生に関しては，感染症法に基づくウイルスや微生物の検査，
　食品衛生法に基づく食品の検査を実施し食の安全を確保しています。
　感染症や食中毒が疑われる場合は速やかに対応をしております。
　昨年末の冷凍食品の農薬混入事件にも対応しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○また，環境分野の研究では，PM2.5，ゴケグモ類，博多湾，また，廃棄物の組成調査等を実施しています。





QFEE - ﬁﬂjmd)%ﬁ@ﬁ;ﬁ

ORREERBEDFTE -31E
BEAVTILIT A )LA(HTINI)
-7—XaAF9A/J)LR

- S E B I /R A iE 1Iaea“¥r7»r)bx
OMLAIZCET 5B %/5711/3:‘/'9317;1/7<

1]
O&h ‘953-%) ﬂx-% (H7N9)
BRYSHEICE LR ST R SR G

2 BOZRZE - T[INCET SFHED

OBRBEEND—HENREZHRE
OBEmPDEHERD DI ERRFE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○保健衛生に関する研究では，食中毒菌に関する調査研究や残留農薬等一日摂取量調査等を実施しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○福岡市の環境施策について，平成25年度の取組みを
　中心にご報告いたしました。ご静聴ありがとうございました。
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